
	
筑波大学菅平高原実験センター	

利用報告書	
平成	 28年	 10月	 26日	

	
貴センターを利用して行った実習・セミナーが終了しましたので報告します。	

	

 
実習名	

（セミナー名）	

野外基礎実習 

(昆⾍採集をとおして⽣物の多様性を学ぶ) 
利用	

期間	 	
自	平成	 28年	 8 月	 8日	 ～	 至	平成	 28年		 8 月	11日 

 区	 分 教	 員 大学院生 学部学生 	 その他 	 備	 	 	 	 	 	 考 

利用者 人	 数 1 2 19 0  
うち	

受講者 人	 数  0 19 0  

１．	実習・セミナーの内容について、簡潔にお書きください。 
 昆⾍層豊かな⻑野県菅平⾼原にて、昆⾍類の採集を⾏い、その形態の観察とスケッチを通して種
の同定を⾏う。補⾍網を⽤いることで初⼼者にも⽐較的容易である昆⾍採集を⾏うことにより、昆
⾍の多様な姿を観察し、⽣物の多様性を⾃らの眼を通して学ぶ。また、昆⾍の分類を⾏うことで⽣
物分類学の実際を体験する。 

２．成果をお書きください。（可能であれば写真なども該当シートに添付してください。） 
	 貴センターが位置する⻑野県菅平⾼原には多種多様な昆⾍類が⽣息することは知っておりました
が、町⽥⿓⼀郎教授と藤⽥⿇⾥博⼠のご⽀援のお陰で、実習では実に多くの昆⾍類を観察すること
ができました。本実習は⼤学に⼊学したての1年⽣を対象としたものでありましたが、昆⾍を⾃分の
⼿で採集し、⾃分の⽬で観察、スケッチを⾏ったことで学⽣たちの専⾨知識や専⾨技術が向上しま
した。同時に、それは彼らの⼈⽣における貴重な経験になったと確信しております。 

３．当センターをご利用いただいた感想、ご要望などご自由にお書きください。 
	 執筆者個⼈は過去にも数回、貴センターを利⽤させていただいておりました。過去同様、宿舎も
⼤変清潔で、⾷事も充実しており、実習の時間以外も快適に過ごすことができました。実習に使⽤
する⽤具類も無償で貸し出していただき、貴センターのスタッフの⽅々に⼼より感謝申し上げる次
第です。来年以降の同実習でも是⾮、貴センターの施設を使⽤させていただければと考えておりま
す。 
 

４．当センターは、「教育共同利用拠点」としての実習等の利用状況・概要をホームページ等で公

開しています。上記１、２、３で非公開を希望される内容がありましたらお知らせください。	
	
	 いずれも開⽰くださって構いません。 
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